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今月号のここがポイント！

　今年も梅雨の時期がやってきました。寒暖差もあったりして，健康に気をつけ

たい季節です。本号では，2 月に行われた新春講演会から積水化学工業株式会社 上

ノ山様のご講演と 3 件の解説記事を掲載しました。

◎一つ目の解説記事は，ミスト CVD 法によるα-酸化ガリウム膜のエピタキシャル

成長とパワー半導体への応用についてです。「大学発ベンチャー表彰 2017・NEDO

理事長賞」を受賞されるなど，京都大学発の技術を独自に進化させ実用化へ展開し

た内容をご紹介いただきました。

◎二つ目の解説記事は，金属材料内部の微細構造を高分解かつ高速に非破壊観察す

る X 線 CT 技術についてです。世界有数の大型放射光施設 SPring-8 で行った最近

の研究を中心にご紹介いただきました。

◎三つ目の解説記事は，有機半導体としての応用が進められているフラーレン誘導

体の合成方法についてです。サッカーボール状分子 C60 に代表されるフラーレン骨

格にいかに効率よく，かつ位置選択的に目的の分子を結合させるか，について解

説いただきました。
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